
　墓石・仏壇・供養に関してのトータ
ルアドバイザー「まつしま」では、長年
培ったノウハウをもとに宗派ごとの供
養方法や墓石・仏壇に関する疑問・
質問に、丁寧に応じています。
　「墓じまい」は家ごとに異なる要望
を聞き、理想を実現できるようアドバイ
ス。墓地管理者との打ち合わせ、改葬
許可証などの行政手続きのサポート
も行います。
　まつしまでは、夫婦で入れるマンシ

ョン型永代供養墓（2霊まで納骨可）
や、家族で入れる永代供養墓（同10
霊まで）を、管理から合祀までを含め
た価格で提供中。
　「県外に出た一人娘の方や、定年
を迎えた夫婦からの相談が増えてい
ます。墓じまいは供養の節目。元気な
うちに自分の意志を家族にはっきり
伝えておくのは大切なこと。お墓の気
になることがあれば、何でもご相談く
ださい」と松島さん。

今どきのお墓事情
家族で考えたい相続やお墓のこと

一人ひとりの理想をカタチへ
終活に向けたトータルアドバイス
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